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研究成果の概要（和文）：ガレノスとヴェサリウスの解剖学の比較から、いくつかの重要な知見が得られた。①
ヴェサリウスは『ファブリカ』第1書に頭蓋骨の形状と縫合の多様性を示す図を描いたが、これはガレノスの
『骨について』の誤った記述を踏襲したものである。②『ファブリカ』第4書冒頭の脳神経の図では三叉神経に
相当する枝が混乱して描かれているが、ガレノスの『神経の解剖について』記述を踏襲したものである。③ヴェ
サリウスは『ファブリカ』第2書では14枚の筋肉人の解剖図で全身の筋を示したが、筋の記述にあたってはガレ
ノスの『筋の解剖について』を踏襲して関節ごとに作用する筋をまとめ、固有の名前を使わずに個々の筋を番号
で呼んだ。

研究成果の概要（英文）：From the comparison between Galen and Vesalius, some important findings were
 obtained. 1) Vesalius illustrated the variation of the cranial shape and pattern of sutures in “
Fabrica” book 1, following the erroneous description in “De ossibus ad tirones” by Galen. 2) In 
the illustration on the cranial nerves in “Fabrica” book 4, the nerves corresponding to the 
trigeminal nerve were erroneous and confused, following the description of 7 pairs of cranial nerves
 in “De nervorum dissectione” by Galen. 3) Vesalius, depicting all the muscles in the human body 
with 14 illustrations in “Fabrica” book 2, described the muscles in functional groups to move the 
individual joints following Galen’s manner in “De dissection musculorum” and called the muscles 
with numbers and not with proper names.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヴェサリウスの『ファブリカ』（1543）は、医師の君主とされるガレノスによる解剖所見を否定し、近代医学の
出発点になったとされ、医学史上で最重要の解剖学書である。今回の研究により、『ファブリカ』の本文の解剖
学的記述は、基本的にガレノスの解剖学を踏襲していること、解剖図についてもヴェサリウス自身の解剖・観察
によって描かれているが、しばしばガレノスの記述に基づいていることが明らかになった。今回の知見は、伝統
医学と近代医学を分けるものは何かという医学史における根本的な問題を解く鍵となる大きな意義を有してい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ヴェサリウスの『ファブリカ』（1543）は、近代医学の原点と位置づけられる医学史上で最重
要の解剖学書であり、古代の権威ある書物を研究対象とする文献医学を、人体＝自然を研究対象
とする自然科学としての医学へと転換させた。ヴェサリウスの『ファブリカ』には自身の解剖所
見に基づく詳細で芸術的な解剖図が多数収録され、また医師の君主とされるガレノスの解剖学
が人体ではなく動物を記述していることを指摘して、賛否を含め大きな反響・影響を巻き起こし
た。そのため『ファブリカ』の本文の記述および解剖図は、もっぱら自らの解剖所見に基づいた
独創的なものであるとよく論じられる。しかし『ファブリカ』の本文の解剖学的記述と多数の解
剖図は、果たしてどこまでがヴェサリウス自身の解剖所見に基づく独自的なもので、これまで十
分に論じられていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ヴェサリウス『ファブリカ』（1543）の本文と解剖図をガレノスの解剖学書
と比較検討することにより、ヴェサリウスによる解剖学的記述と描写のうちでガレノスの解剖
学から継承したものと独自に発見したものを読み解いて、『ファブリカ』の独自性と模倣性なら
びにその複合性を解明することである。そのための研究環境は、近年の『ファブリカ』の英語訳、
およびガレノスの解剖学書の校訂版および現代語訳の登場、さらにガレノスの解剖学を継承・編
集したアヴィケンナ『医学典範』の英語訳により整ってきた。本研究は、これら近年の医史学の
研究成果をもとにしていること、また解剖学者として人体構造についての深い専門的な知識・判
断力を用いてこの課題に取り組む。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画では、ヴェサリウスにおける独自性と模倣性の要素を明らかにするため、研究期間
内におもに以下の研究項目を設定し、最新の原典校訂版に基づくガレノスの解剖学各論の解読
と解剖学的な同定を行い、ヴェサリウスとガレノスの解剖学の比較検討を行う。 
①骨についての分析 
 ガレノス「骨について初心者のために」を最新のギリシャ語原典版（Garofalo and Debru, 2005）
から解読し、英語と日本語に翻訳する。既存の近代語訳（ドイツ語訳、英語訳、フランス語訳、
日本語訳）を参照し、解剖学の専門的知識と豊富な経験をもとに記述内容の解剖学的な同定を行
う。新たに得られたガレノスの骨の解剖学およびアヴィケンナ『医学典範』（英語訳）の骨の解
剖学をもとに、ヴェサリウス『ファブリカ』第 1巻（英語訳）の本文と解剖図を分析し、伝統か
らの模倣的要素とヴェサリウスに独自的要素を区別し、その後の解剖学書も含めて個々の骨に
ついて解剖学の歴史のデータベースを作成する。 
②神経、血管についての分析 
 ガレノス「神経の解剖」と「静脈と動脈の解剖」について前年と同様に、ギリシャ語原典から
英語と日本語に翻訳し、記述内容の解剖学的な同定を行う。ヴェサリウス『ファブリカ』第 3・
4巻（英語訳）の記述・解剖図と比較検討をして、模倣的要素と独自的要素を区別し、個々の神
経と血管について解剖学史のデータベースを作成する。 
③筋についての分析 
 ガレノス「筋の解剖について初心者のために」について前年までと同様に、ギリシャ語原典か
ら英語と日本語に翻訳し、記述内容の解剖学的な同定を行う。ヴェサリウス『ファブリカ』第 2
巻（英語訳）の記述・解剖図と比較検討をして、模倣的要素と独自的要素を区別し、個々の筋に
ついて解剖学の歴史のデータベースを作成する。 
④ガレノスとヴェサリウスの解剖学の分析・評価 
 ガレノスとヴェサリウスおよびその後の骨・神経・血管・筋についての解剖学のデータベース
をもとに、ヴェサリウスの解剖学における模倣的要素と独自的要素の複合性について検証する
とともに、ガレノスとヴェサリウスの解剖学の内容の後世への影響について、19 世紀までの代
表的な解剖学書の内容と比較検討することにより評価する。 
 
４．研究成果 
（1）申請者はガレノスの解剖学文書のうち、各論的な文書（骨、神経、血管、筋）を Kühn版
ガレノス全集（1821-33）1）のテキストから日本語訳をしていた。今回は新たに最新のギリシャ
語原典版（Garofalo and Debru, 2005）2）を入手し、テキストの英語訳を作成した。 
（2）さらにガレノスの他の解剖学文書の日本語訳が進行中であり、本研究の主要なテーマであ
るガレノスの解剖学の理解を助けている。共同研究による『身体諸部分の用途について』全 17
巻のギリシャ語原典については、原書第 4～7巻の翻訳を完了し、2022年 10月に京都大学学術
出版会から刊行した 3）。共同研究による『解剖手技』全 15巻のギリシャ語とアラビア語原典か
らの翻訳も進行中で、原書第 1・2巻の翻訳を完了している。これら解剖学文書の解読から、ガ
レノスの各論的な文書についての解読・同定の理解が深まり、英語訳の改訂を進めている。ガレ



ノスによる筋の解剖について、並行する『解剖手技』の記述と対応させながら、記述されている
筋の種類の同定を進めている。ガレノスによる筋の解剖について、並行する『解剖手技』の記述
と対応させながら、記述されている筋の種類の同定を進めている。 
（3）ヴェサリウス『ファブリカ』（1543）については最新のファクシミリ版（雄松堂, 2015）
4）および Richardsonによる英語訳全 5巻（Norman, 1998-2009）5）を入手し、ガレノスの解剖
学の引用状況と記述内容の検証を行った。また『ファブリカ解剖図集』を岩波文庫から刊行予定
で，原稿を完成して入稿した。 
（4）ガレノスとヴェサリウスの解剖学の比較から、いくつかの重要な知見が得られている。
①ガレノスは『骨について初心者のために』で頭蓋骨の形状と縫合の多様性を述べているが、
この事実に反する記述をヴェサリウスは『ファブリカ』第 1 書であたかも実在するように
図解している。②神経について、ガレノスは 7対の脳神経を区別したが、その第 3対と第 4
対は三叉神経 V の枝を含み、記述が混乱している。ヴェサリウスは『ファブリカ』第 4書
で、ガレノスの記述のままに脳神経の図を描いている。 
 

 
③筋について、ガレノスは『筋の解剖について』で全身の筋を部位にしたがって頭頸部、上
肢、体幹、下肢の順に記述し、上肢と下肢では関節ごとに作用する筋をまとめて記述し、肩
関節を動かす筋（11 筋）、肘関節を動かす筋（4 筋）、前腕・手根・指を動かす前腕の筋
（17）、股関節を動かす筋（10筋）、膝関節を動かす筋（9筋）、足全体と指を動かす下腿
の筋（14筋）を区別した。ヴェサリウスは『ファブリカ』第 2書では 14枚の筋肉人の解剖
図で全身の筋を示したが、筋の記述にあたってはガレノスを踏襲して関節ごとに作用する
筋をまとめ、固有の名前を使わずに個々の筋を番号で呼んだ。たとえば手首を動かす筋では、
第 1（尺側手根屈筋）、第 2（橈側手根屈筋）、第 3（尺側手根伸筋）、第 4（長・短橈側手
根伸筋）である。 
（5）さらにガレノスとヴェサリウスの筋の知見を、現在に至る歴史的な解剖学文書と比較検討
して、筋の解剖学の歴史的な発展過程を調査した（坂井, 2022）6）。骨格筋の解剖学には。古代
から始まる長い歴史がある。古代ローマのガレノスは動物を解剖して現存する最古の解剖学書
を著し、全身の骨格筋を記述した。16世紀のヴェサリウスは『ファブリカ』（1543）で解剖図
を用いて骨格筋を含む人体の構造を正確に描写した。17 世紀にボアンは骨格筋に固有の名称を
与え、ボレリは骨格筋による身体の運動を力学的に説明しようとした。17～18世紀には骨格筋
のモノグラフが著され、筋肉人の解剖図が描かれた。ブラウンの『新解剖学』（1697）、アルビ
ヌスによる『人体骨格筋肉図』（1747）、カウパーの『改新筋肉解剖』（1694、1724）がある。
19世紀には顕微鏡の観察で骨格筋の組織構造が明らかになった。20世紀には骨格筋の収縮タン
パク質による収縮機構が明らかにされ、理学療法学の基礎としての運動学が登場した。1990年
代以降には、生活の質を確保するために骨格筋の重要性が認識されている。骨格筋の解剖学には、
単離筋標本を用いて骨格筋の内部構造を明らかにするなど、多くの課題がまだ残されている。 
（6）ガレノスとヴェサリウスの解剖学は、西洋伝統医学の中に含まれる科学的探究の萌芽であ
り、19 世紀以降に科学的探究を中心に据えて発展する近代医学の出発点である。ガレノスとヴ
ェサリウスから始まる西洋医学の歴史のいくつかの側面についても論考を発表した。医学教育
の歴史（坂井, 2019a, b）7, 8）、腎臓病学の歴史（坂井, 2020）9）、微小神経外科学の歴史（Kobayashi 
et al. 2022）10）、感染症の歴史（坂井, 2022; Sakai and Morimoto, 2022）11, 12）がある。またガ
レノスとヴェサリウスを含む古代から 16世紀までの代表的な医学書についても、医学史の中に
位置づけて紹介する論考を発表した。ヒポクラテス集典について（坂井, 2021）13）、ガレノス全
集について（坂井, 2021）14）、アヴィセンナ『医学典範』について（坂井, 2022）15）、サレルノ
医学校の教材集『アルティチェラ』について（坂井, 2022）16）、ヴェサリウスの『ファブリカ』
と『エピトメー』について（坂井, 2022）17）、フェルネル『普遍医学』について（坂井, 2023）
18）がある。 
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